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海産物の放射能汚染と漁業復興の現状と課題 

 

森田貴己、重信裕弥、三木志津帆 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 中央水産研究所  

 

1. はじめに 

 2011 年 3 月 11 日に発生した極めて大きな地震（東北地方太平洋沖地震）とそれに伴う大津波によって、

東京電力（株）福島第一原子力発電所(福島第一原発)は電源を喪失し、大量の放射性物質を環境中に放出さ

せた。福島第一原発事故は、1986 年 4 月 26 日にソビエト連邦で起きた世界で最大の原子力発電所事故であ

るチェルノブイリ原子力発電所事故(チェルノブイリ原発事故)と同じく国際原子力事象評価尺度 (INES) に

おいて最悪のレベル 7（深刻な事故）に分類されているが、チェルノブイリ原発事故に比べ環境中に放出さ

れた放射性物質の量は少ないことがわかっている。しかし、海洋には大気中に放出された放射性物質が降下

しただけでなく、発電所が海岸に立地されていたことから高濃度に放射性物質を含んだ汚染水が直接漏洩し

大規模な海洋汚染が発生した。このため、日本の水産業は甚大な被害を被り、その被害は現在も継続してい

る。この高濃度汚染水の直接漏洩は、2011年 3月 26日頃から生じていた(Tsumune et al., 2012)と推定さ

れており、その最大ピークは 2011年 4月前半に確認されている。この時期に直接海洋に漏洩した高濃度汚染

水が、福島県産の海産物の放射能汚染の主たる原因であると考えられている。 

2. モニタリング調査の概要 

 福島県の海産物は、2019 年 3 月末までに 58,208 検体が調べられている（水産庁 HP）。2011 年 4-6 月期に

おいては放射性 Csの基準値 100 Bq/kg-wet（当時の暫定規制値は 500 Bq/kg-wet）を超える割合は 57.1 %あ

ったが、それ以降基準値を超過する検体数は減少していき、2015年 4月に基準値超過検体は見られなくなっ

た。その後、超過検体は、2018 年 3 月の東京電力の調査（カナガシラ）と 2019 年 1 月の福島県漁業協同組

合連合会（福島県漁連）の検査（コモンカスベ ）での 2検体のみが検出されている。これら超過検体が見つ

かった後は、当該魚種に対して集中モニタリングが行われているが、そこでは超過検体が見つからないこと

から、これらが非常に稀な検体であることが確認されている。これら超過検体は、福島第一原発専用港湾内

に生息していた個体が、港湾内に船が出入りした際に港湾外に出てきたと考えられている。通常、福島第一

原発専用港湾は、港湾口には魚の出入り防止と捕獲用の、港湾内には魚の捕獲用の漁網が設置されており、

2012年度末から 2019年 5月末までに、5510匹の魚が駆除されている。また、港湾内では汚染が拡大しない

ように海底被覆等の様々な施策が行なわれている。 

3. 福島県の試験操業の状況 

 福島県漁連は、上記のモニタリングデータや過去の知見等を参考に、2012年 6月から特定の海域のタコ類

と貝類の 3 種で試験操業を開始した。福島県漁連では、試験操業を操業日・漁船・陸揚港を限定して行う漁

業と定義している。3種から始まった試験操業は、対象海域を拡大しつつ（2019年 5 月現在、東電福島第一

原発から 10km圏内を除く）、対象魚種も出荷制限魚種（5種）を除く全ての漁業対象種（約 97種）まで増加

している。しかしながら、その漁獲量は流通業者の不足等により、2018年で 4004トン（2010年比で 15.5 %）

に留まっている。 
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